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●募集人員 80 名(男女) 

●試験日・試験科目 

【入試Ⅰ(４科目型)】 

1 月7 日   国・算・理・社・面接 

【入試Ⅱ(適性検査型)】 

1 月10日  適性1,適性2・面接 

●試験科目・配点 

〔入試Ⅰ〕   〔入試Ⅱ〕 
国語 50 分 100 点  適性1 50 分 100 点 
算数 50 分 100 点  適性2 45 分 100 点 
理社 60 分 100 点  合計 95 分 200 点 
合計 160 分 300 点 

専願受験者:入試Ⅰは 15 点,入試Ⅱは 10 点の加点 

入試Ⅰ,Ⅱの両方受験者:入試Ⅱに 10 点の加点 

●面接 

〔入試Ⅰ,入試Ⅱ〕入試Ⅰで面接済みは入試Ⅱではなし 

面接形式 グループ面接（3名） 

面接時間 約 5～7分  面接の先生 2 名 

質問内容 志望動機、中学生活に臨む決意、将来

の目標等 

●合否判定 学力検査,面接,通知票(６年) 

●合格発表 

〔入試Ⅰ〕1 月 8 日 〔入試Ⅱ〕1 月 11 日 

 
 
〔教育宣言〕 
 生徒全員に圧倒的な経験値を積ませながら,生徒

１人ひとりの適性を見据えた指導を行う『新時代型 

教育』を実践することによって,知識・技能に加え, 

思考力・判断力・表現力や主体性も深く問われる大

学入試改革に対応できる学力と人間力を兼ね備えた 

グロ－バル教養人を育成します。 

 

〔21 世紀型能力を育てる学び〕 
・高度な受験力の養成 

 平日 7時限,土曜日 4時限の「週 38 時限」授業。 

 「問題発見⇒協働⇒発信」型の授業展開を取り入

れ,思考・判断・表現力を徹底的に鍛える。 

  
中学校の途中から,主要教科はチームティ－チング,習

熟度別の授業展開。中学の学習内容を２年半で修了,高

校３年次は大学入試対策に集中し,進路目標別に文・理

に分かれた授業選択。 

・生きる英語力の育成 

4 技能「読む・聞く・話す・書く」を多角的にトレ－

ニングする。中学卒業までに英検準２級以上の取得 

を目標とする。オンライン英会話,海外研修,海外留学

を基に「生きた英語」を身につけ,発信・傾聴力を 

 高める。 

・広範なプログラミング教育 

 総合学習の時間を利用して,論理的に考えるプログラ

ミング的思考力の習得とプログラミング言語の実践

利用を通して,問題発見力・論理的思考力・問題解決

力を育む。 

・豊富な体験学習＝百践錬磨＝ 

 毎年週 5 時間の総合学習の時間を利用し,アウトドア

体験,日本文化体験,アカデミック体験,グロ－バル体

験,ボランティア体験,空手道の授業等多くの体験を

通して, 挑戦する強い心＝人間力＝を育てる。 

中学 3 年生の最後には集大成として,「問い⇒仮説

⇒調査⇒結論⇒発表」の流れで 8000 字の「卒業論文」

と 7～10 分間のプレゼンテ－ションにチャレンジ。 

 
〔育てたい学力と人間力〕 

    学  力  人 間 力 

知識・技能 道徳・倫理観 

論理的思考力 利他の心 

批判的思考力 協働性 

発信・傾聴力 創造性 

問題解決力 冒険心 

 
生徒・保護者・教師の強固な三位一体のもと、
「日本一楽しい学校」を目指し、感動的で喜
びにあふれた学校生活を実現。 

               (広島学習館：泉)            

 

 

入試・テスト結果 
 
●受験者数 
●合格者数 
●入学者数 

〔入試Ⅰ〕 
193 名 
129 名 

49 名 

〔入試Ⅱ〕 
148 名 
78 名 

(2 つ併せて)  
入試Ⅰ:難易度が高く,文章記述問題も多い。 
入試Ⅱ:県内の適性検査レベルを超え,難易度は高

い。 

 

 

●合格者平均点 

〔入試Ⅰ〕       〔入試Ⅱ〕 
国語 
算数 
理科 
社会 

55.4 点 
45.3 点 
29.1 点 
23.6 点 

 適性 1 
適性 2 

58.3 点 
55.9 点 

合計 114.2 点 

合計 153.4 点  

奨学生・学資支援制度  
本校独自の学資支援制度や奨学金、成績優秀者に対する
特待生制度が整備されています。 
 (スク－ルバス:海田市駅⇔広島国際学院中学校) 
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